
 

 

平成３０年４月２０日 

東京土地家屋調査士会 

研 修 部   

 

 

公益社団法人日本不動産学会「日本不動産学会２０１８年度 

春季全国大会シンポジウム」の開催について（お知らせ）  

 

このたび，日本土地家屋調査士会連合会を経由して，公益社団法人日本不動産学会

より，標記シンポジウムの開催について，別紙１のとおりの案内がありました。  

つきましては，当該大会への参加を希望される会員におかれては，別添の２頁に記

載の「参加申込方法」により，公益社団法人日本不動産学会へ直接お申込みいただけ

ますよう，お願い致します。 

また，出席された会員におかれては，会場で配布されるレジュメや資料の写しと 

ともに，別紙２の「参加申告書」を本会へ送付する方法をもって，土地家屋調査士 

ＣＰＤポイント（１ポイント）の付与申告をいただけますよう，お願い致します。 



日 調 連 発 第 １ ３ 号 

平成３０年４月１８日 

各土地家屋調査士会長 殿 

日本土地家屋調査士会連合会長  

日本不動産学会 2018 年度春季全国大会シンポジウム「所有者不明土地のゆくえ」 

の開催について（お知らせ） 

 この度、公益社団法人日本不動産学会から、標記シンポジウムの開催について案内がありま

したので、参考までに別添のとおりお知らせします。 

なお、当連合会は後援団体となっております。 

 また、申込みにつきましては、あらかじめ別添に記載のとおり直接お申し込みいただきます

ようお願いします。 

【別紙１】



【日本不動産学会 2018 年度春季全国大会シンポジウム】 

所有者不明土地のゆくえ 

主 催  公益社団法人日本不動産学会    

共 催  独立行政法人住宅金融支援機構 

後 援  国土交通省、独立行政法人都市再生機構、一般社団法人不動産協会、 

公益社団法人全国宅地建物取引業協会連合会、公益社団法人全日本不動産協会、 

日本行政書士会連合会、日本税理士会連合会、日本土地家屋調査士会連合会 

公益社団法人日本不動産鑑定士協会連合会、一般社団法人不動産流通経営協会、 

一般社団法人全国住宅産業協会、一般社団法人不動産証券化協会、 

一般財団法人民間都市開発推進機構、公益財団法人日本賃貸住宅管理協会、 

公益財団法人不動産流通推進センター             （順不同） 

開催日時 ２０１８年６月１日（金） 13：00～16：15 ＊表彰式も併せて執り行います。 

開催場所 すまい・るホール (東京都文京区後楽 1-4-10 住宅金融支援機構本店 1 階) 

公開形式 一般公開・無料 

定  員 ２００名（先着順） 

趣旨 

相続の繰り返しなどに伴って、所有者の交代、所有者の増大などがあるにも拘らず、真実

の所有者が不明のままであったり、所有者の所在が明らかでないため、土地の処分や管理が

困難となり、活用がなされないまま土地利用が停滞する事例が社会問題となりつつある。 

 このような問題の発生原因としては、民法の共有制度など土地所有権制度、相続制度、登記

制度、相続税制、固定資産税制など、多岐にわたる制度が関わっている。また、所有者が不明

な土地であっても、公共事業などでは土地収用法による不明裁決により活用が可能であるも

のの、一般的な民間の土地利用に関しては、事実上土地の処分行為が困難となるため、土地の

有効利用が進みにくくなっている。 

 これらの問題については、日本不動産学会誌 122 号において、特集「所有者不明土地問題」

として、公法、私法、経済学、都市計画等の専門家、公的機関担当者、関連専門資格者等から、

寄稿いただき、包括的で体系的な現状分析と、今後の立法的な課題等についても掘り下げた考

察を行ったところである。 

 本シンポジウムでは、所有者が不明であることに関連する社会的経済的な問題点を把握す

るとともに、所有者不明土地が発生する原因を考察する。併せて、所有者不明土地を発生しに

くくさせるための政策的対応、所有者不明土地を有効利用していくための政策のあり方につ

いて議論することとしたい。

（ 別 添 ） 



＜プログラム＞ 
パネルディスカッション 
パネリスト： 
板垣 勝彦（横浜国立大学大学院准教授） 
富田 裕  （弁護士） 
原田 保夫（一般財団法人民間都市開発推進機構理事長） 
福井 秀夫（政策研究大学院大学教授） 
松浦 新 （朝日新聞さいたま総局記者）   （五十音順） 

コメンテーター： 
秋山 典久（日本税理士会連合会調査研究部副部長） 

 稲野邉 俊（公益社団法人日本不動産鑑定士協会連合会副会長） 
 櫻井 清 （日本司法書士会連合会空き家・所有者不明土地問題等対策部部委員 

    東京司法書士会） 
 杉山久美子（日本行政書士会連合会常任理事（法務業務部長）） 

  堀越 義幸（日本土地家屋調査士会連合会研究所研究員・群馬土地家屋調査士会） 
門間 勝 （一般財団法人公共用地補償機構専務理事）      （五十音順） 

＜参加申込方法＞ 
 下記①～⑤をご記入の上、メールまたは FAX でお申し込み下さい。ご参加いただける方に
は、メールまたは FAX にて参加票をお送りいたします。参加票は開催日当日にお持ちの上、
受付にご提出いただきますようお願いいたします。 
①シンポジウム名（「６月１日シンポジウム」と記載してください)
②氏名
③区分(本学会会員、後援団体関係者（団体名）、一般のいずれか）
④勤務先・所属
⑤メールアドレスもしくは FAX 番号（記載された先に参加票をお送りします）

（申込・お問合せ先） 
公益社団法人日本不動産学会 事務局 

   TEL：03-5211-1037 FAX：03-5211-1425 e-mail：jares@js4.so-net.ne.jp 

会場への地図 

ＪＲ総武線水道橋駅西口下車 徒歩 3 分 
都営地下鉄大江戸線飯田橋駅下車 徒歩 3分 
都営地下鉄三田線水道橋駅下車 徒歩 5 分 
東京メトロ丸の内線後楽園駅 下車徒歩 7分 
東京メトロ南北線後楽園駅 下車徒歩 7 分 
東京メトロ有楽町線飯田橋駅 下車徒歩 10 分 
東京メトロ東西線飯田橋駅 下車徒歩 10 分. 



ＣＰＤポイント付与に係る 

参  加  申  告  書 

東京土地家屋調査士会 御中 

下記のとおり研修会等へ参加しましたので，土地家屋調査士ＣＰＤポイントの付与を申告し

ます。  

記 

平成  年  月    日 

  印  

研修会等の名称 

講 師 名※１ 

参加日時 

開催場所 

添付書類※２ 

備  考 

※１ 講師不在の場合は未記入，講師が複数いる場合は主な講師名ほか●名と記入（日調連太郎ほか２名） 

※２ 会場で配布されるレジュメや資料の写しを添付する必要があるため，その名称を記入してください。 

※ 参加後に，本紙をもって，

東京土地家屋調査士会まで，

ＣＰＤポイントの付与申告

を行ってください。

【別紙２】
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